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高校魅力化を進める上での2つのモデル

（現状が⾒える化されていない状態）
・⽣徒募集の結果のみ着⽬し、要因分析ができていない
・地域・⾼校の特徴が不明瞭なため、打ち⼿がわからない
・エビデンスがなく、事業効果が測定できていない

教育・地域過疎化スパイラル 地域・教育魅⼒化スパイラル

若者流出
減少

地域教育
資源・

学級・教員減
⽣徒減
(→学校統廃合)

⽣徒・若者の
意欲・能⼒
誇り・肯定感
減少

⾼校
魅⼒減

過疎化
少⼦化
加速

家族流出

全国各地に広がる悪循環 ⼈づくり・⼈の流れづくりの好循環

UIターン・
関係⼈⼝・
出⽣率増

地域教育
資源・⼈材
増

地域留学・
地元⼊学⽣
増

⽣徒・若者の
意欲・能⼒
誇り・肯定感
醸成

⾼校
魅⼒化

地域
活⼒増

家族定住
教育移住
（⼀極集中是正）

（現状が⾒える化されている状態）
・⽣徒募集の結果につながる要因分析ができている
・地域・⾼校の強みや課題が共有、発信されている
・事業効果を測定するためのエビデンスが毎年取れている
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現状の見える化による3つの効果

⾼校魅⼒化評価システム導⼊により「現状を⾒える化」し、
「募集活動にも活かせるデータ」と「事業評価のエビデンス」を同時に提供

①
現状把握

地域・⾼校の現状の強み・課題を⾒える化することにより、
募集活動にも活⽤できるデータを取ることができます。

②
対話ツール

地域と⾼校の協働の場⾯で対話ツールとして活⽤し、
募集活動を効果的に⾏うための改善につながります。

③
事業評価

⾼校魅⼒化による事業効果（＝⽣徒・⾼校・⼤⼈の変容）を
測定でき、事業を継続的に⾏うエビデンスとして役⽴てます。

3つの
効果

⾼校魅⼒化に関する
全国事例に基づく知⾒

事業評価ツールとして
全国約300校での導⼊実績 ×
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高校魅力化評価システムとは？

⾼校の⽣徒、教員、そして⾼校教育に関係する地域の⼤⼈等に対して、Webアンケ―ト調査を
実施し、地域・⾼校の魅⼒・強み、課題・伸びしろが、ひと⽬でわかる分析結果を提供

他地域⽐較 同じように取り組む他校・他地域と⽐べて、
⾃校・⾃地域の現状がわかる。

項⽬別⽐較 ⾃校・⾃地域の重点指標が
伸びているかがわかる。

学年別⽐較 毎年の⼊学⽣状況など、
学年ごとの凸凹がわかる。

経年⽐較 ⼊学者数以外で、
取組みの効果の有無がわかる。

ü⽣徒向け
ü原則、回答校の全⽣徒対象
ü70-90問程度の選択形式（Webアンケート）
ü所要時間20-30分程度

ü⼤⼈向け
ü回答校の教職員・コーディネーター・その他回答
校に関わる地域の⼤⼈等（30名程度想定）

ü30問程度の選択形式（Webアンケート）
ü所要時間10分程度

弊財団と三菱UFJリサーチ&コンサルティング社が開発した、
「⽣徒の成⻑」と「学びの⼟壌（学習環境）」等を⾒える化し、

エビデンスと対話による政策マネジメントを促進するための評価ツール。
2024年度には、全国47都道府県の367⾼校（120,240名）が活⽤。

【提供されるデータ】
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年間を通した活用の流れ

現状把握
＝アンケート実施①

結果確認
・振り返り対話

アクションの
実⾏・改善

前後⽐較・
事業評価

＝アンケート実施②

1 2 ３

⾼校・地域が
協働する研修を実施

⾼校・地域の現状
を定量的に⾒える化

（学校のアクション）

⾼校魅⼒化評価システム導⼊により、年間を通じたPDCAサイクルの推進を⽀援します。

・次の⼀⼿を打ち出すための、対話・共創の場で活⽤

・年度内で同項⽬の2回⽬アンケート実施が可能

・⽣徒向け、⼤⼈向けアンケートを実施
①現状把握

②対話ツール

③事業評価

（活⽤場⾯）「地域の魅⼒や資源について考えるなどの項⽬で⾼い数値が出ているのが、
⾃校・⾃地域の特徴として⾔えそうだ。⽣徒募集の中でも強調して発信していこう。」

（活⽤場⾯）「今年の⼊学⽣は、学びの意欲に関わる数値が⾼く出ているようだ。要因に
ついて、⾼校とも対話の機会を設け、新たな強みとなるよう協働を進めていこう。」

（活⽤場⾯）「1回⽬アンケートと⽐較して、特に「社会性」に関わる数値は、⼤きく伸びて
いる。事業効果として、対外的にも積極的に発信していこう。」
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中長期的な活用イメージ

⾼校・地域が
協働する研修を実施

⾼校・地域の現状
を定量的に⾒える化

⾼校魅⼒化評価システム導⼊により、中⻑期的にPDCAサイクルの推進を⽀援します。

・新⼊⽣を含む、昨年度の同時期との⽐較が可能に
・２、3年⽣については、昨年度からの伸びを把握

・評価システムを導⼊して3年⽬で、⼊学時から3年次までの伸びを把握
・3カ年の推移から、今後強化すべき時期などの対策に役⽴てることが可能に

・起点となるデータを収集
・現状の強み、弱みを⾒える化現状把握

（1年⽬）

経年⽐較
（2年⽬）

3カ年の伸び
（3年⽬）

（活⽤場⾯）「今年度の結果から、現時点での強みは〇〇、弱みは△△だと⾒られる。」

（活⽤場⾯）「今年の⼊学⽣は、昨年度と⽐較して、〇〇な特徴が⾒られている。」

（活⽤場⾯）「3カ年の推移を振り返り、今後は〇〇の時期に取り組みを強化したい」
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１．「高校魅力化評価システム」とは ①調査の枠組み

「学校の教育活動を生徒の視点から見える化」する
組織診断ツールです

①学習活動

②学習環境
（学びの⼟壌）

学校の教育活動を２つの側⾯から数値で⾒える化します

n 学校・地域で⽣徒がどう学んでいるか？を指標化
➡明⽰的なカリキュラム

n どのような環境の中で学んでいるか？を指標化
➡隠れたカリキュラム
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１．「高校魅力化評価システム」とは ①調査の枠組み

「⽣徒の資質・能⼒の伸びを⾒える化」する
組織診断ツールです

主体性 協働性

探究性 社会性

③⽣徒の
能⼒認識

④⽣徒の
⾏動実績

⑤⽣徒の
ウェル
ビーイン
グ

３つの側⾯から ４つの領域から
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１．「高校魅力化評価システム」とは ②調査項目

生徒向け調査の構造 主体性 協働性 探究性 社会性

①学習活動
主体性に関わる
学習活動の量

協働性に関わる
学習活動の量

探究性に関わる
学習活動の量

社会性に関わる
学習活動の量

②学習環境
主体性に関わる
学習環境の質

協働性に関わる
学習環境の質

探究性に関わる
学習環境の質

社会性に関わる
学習環境の質

③能力認識
主体性に関わる
生徒の自己認識

協働性に関わる
生徒の自己認識

探究性に関わる
生徒の自己認識

社会性に関わる
生徒の自己認識

④行動実績
主体性に関わる

生徒のここ1カ月の行動
協働性に関わる

生徒のここ1カ月の行動
探究性に関わる

生徒のここ1カ月の行動
社会性に関わる

生徒のここ1カ月の行動

⑤ウェルビーイング
私の現在の幸せ

“いま、学ぶための幸せ”
私たちの現在の幸せ
“ともに学ぶ幸せ”

私の未来の幸せ
“目標に向かい
学び続ける幸せ”

私たちの未来の幸せ
“学びを未来に繋ぐ幸せ”

※詳しい質問項⽬については事務局までお尋ねください
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２．「高校魅力化評価システム」の特徴 ①学習環境への着目

生徒向け調査の構造 主体性 協働性 探究性 社会性

①学習活動
主体性に関わる
学習活動の量

協働性に関わる
学習活動の量

探究性に関わる
学習活動の量

社会性に関わる
学習活動の量

②学習環境
主体性に関わる
学習環境の質

協働性に関わる
学習環境の質

探究性に関わる
学習環境の質

社会性に関わる
学習環境の質

③能力認識
主体性に関わる
生徒の自己認識

協働性に関わる
生徒の自己認識

探究性に関わる
生徒の自己認識

社会性に関わる
生徒の自己認識

④行動実績
主体性に関わる

生徒のここ1カ月の行動
協働性に関わる

生徒のここ1カ月の行動
探究性に関わる

生徒のここ1カ月の行動
社会性に関わる

生徒のここ1カ月の行動

⑤ウェルビーイング
私の現在の幸せ

“いま、学ぶための幸せ”
私たちの現在の幸せ
“ともに学ぶ幸せ”

私の未来の幸せ
“目標に向かい
学び続ける幸せ”

私たちの未来の幸せ
“学びを未来に繋ぐ幸せ”
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２．「高校魅力化評価システム」の特徴 ①学習環境への着目

・⾊々な⼈が⾏動しているのを間近で⾒て感化された
・⽇常⽣活の中で多くの⼈と触れ合う機会があった
・⾃分は⾃分で良くて、他⼈の夢や⾏動と同じようにしなくて
も良いと⾔ってくれたスタッフの⼈
・本気なら全⼒で応援してくれる⼤⼈・地域の⼈がいる
・⾊々なことをしている⼈をみてチャレンジすることへのハー
ドルが低くなった
・先⽣との⾯談で夢を実現するためにどうすれば良いか明確に
なった
・OBが地域に連れ出してくれたり、地域の⼈にあわせてくれ
たり、⼿伝いの楽しさを経験させてくれる

＜聞き取り調査から実際に得られた、⽣徒の成⻑の背景・要因＞

⽣徒の学びを深める学習環境に必要な４つの要素を抽出

安⼼・安全の
⼟壌

多様性の
⼟壌 対話の⼟壌 開かれた

⼟壌
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２．「高校魅力化評価システム」の特徴 ①学習環境への着目

生徒の周囲（学校や地域社会）における、学びにかかわる

人との関係性や、機会、雰囲気の有無について把握します

挑戦の連鎖を⽣む
「安⼼・安全の⼟壌」

協働を⽣む
「多様性の⼟壌」

・失敗してもよいという安全・安心な雰囲気がある
・自分が何かに挑戦しようと思ったとき、周りは手を差し伸べてくれる

・人と違うことが尊重される雰囲気がある
・立場や役割を超えて協働する機会がある

問う・問われる
「対話の⼟壌」

地域や社会に
「開かれた⼟壌」

・将来のことや実現したいことを話し合える大人がいる
・周りの大人は、じっくりと話を聞き、考える手助けをしてくれる

・興味を持ったことに対してすぐに橋渡しをしてくれる大人がいる
・地域の人や課題などにじかに触れる機会がある

※上記は抜粋です。実際にはさらに多くの質問をご⽤意しています。
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２．「高校魅力化評価システム」の特徴 ②学校改善への活用

両者を統合するコー
ディネート機能・協
働の仕組み

育てたい生徒像・
伴走する「大人の
あり方」の明確化

高校での学びのインプット、アウトプットに関わる多様な指標で、

学校の取組と生徒の変化のつながりを検討するための

データをご提供します。
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２．「高校魅力化評価システム」の特徴 ②学校改善への活用

○ 島根県教育庁では、2019年から全県立高校で高校魅力化評価システムを導入し、2019年2
月に策定した「県立高校魅力化ビジョン」に基づく施策の評価の一部に結果を活用。

○ 知事部局との部局横断プロジェクトの企画立案や予算の協議においても、こうした評価結果
を共有することで、データに基づいて施策を検討することができている。

○ また、県立高校における「グランドデザイン」の策定プロセスにおいて、教職員による生徒の
現状把握、「育てたい生徒像」や教育活動の検討に評価が活用されている。「グランドデザ
イン」策定後は、各高校が「グランドデザイン」に基づく成果指標を設定し、毎年度取組みを
検証することでPDCAを回して、教育活動のさらなる推進を図ろうとしている。

図表 江津工業高校グランドデザイン2022（一部抜粋）

出所）詳しくは、学校での「高校魅力化評価システム」活用事例レポート | 三菱UFJリサーチ&コンサルティング (murc.jp)をご覧ください。

https://www.murc.jp/library/report/seiken_220310_3/
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２．「高校魅力化評価システム」の特徴 ②学校改善への活用

図表 グランドデザインの成果指標の推移（島根県立江津工業高等学校）

出所）詳しくは、学校での「高校魅力化評価システム」活用事例レポート | 三菱UFJリサーチ&コンサルティング (murc.jp)をご覧ください。

https://www.murc.jp/library/report/seiken_220310_3/
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３．「高校魅力化評価システム」実施の流れ（概要）

STEP 1

設定

STEP 2

実施

l本システムお申込後、管理者にアカウント
を発⾏します。

l管理者アカウントでログインいただき、調
査実施のための各種設定を⾏います。
l 1回のお申し込みで、同年度内に2回の⽣徒向けアンケー
ト、1回の教職員・⼤⼈向けアンケートを実施できます。

lアンケート調査を実施します。
【①⽣徒向けアンケート】
・原則として回答校の全⽣徒が対象
・70問程度の選択肢形式のアンケート（30分程度で回答）
・個⼈ID、パスワード等でログインし、web上で回答

【②教職員・⼤⼈向け調査】
・回答校の教職員、コーディネーター、その他回答校に関わる地
域の⼤⼈等（30名程度⽬安）を対象
・40問程度の選択肢形式のアンケート（10分程度で回答）
・学校IDと共通パスワードでログインし、web上で回答

l調査結果はシステム上で閲覧できます。次
のような⽐較で、各⾼校のスクールポリ
シーの進捗状況管理など、PDCAサイクルを
⽀援します。

l結果をもとにチームで振り返りを実施し、
「次の⼀⼿」の検討にお役⽴てください。

• 学年別、学科別集計など
• 自校と県平均値、全国平均値との比較
• 生徒の成長の経年変化

STEP 3

結果の共有

6⽉上旬
~7⽉下旬

8⽉
研修実施予定

5-6⽉


